






















































































ちなみに、西南戦争中の明治 10 年 5 月からは、佐野常民らによって設立された博愛社が活





















る明治 11 年と同 20 年刊行の二点の石版画で
も踏襲されており、明治 20 年頃までは天皇
による慰問がごく自然な場面設定であったことをうかがわせる。




































































「君死にたまふことなかれ」（『明星』1904（明治 37）年 9 月号）の詩を引き合いに出すまでも
なく、「国家」の大事は、同時に「わが家」や、身近な「家族」の一大事でもあった。
『風俗画報　征露図会第十九編』（1905（明治 38）年 2 月 1 日発行）の表紙絵〔図 10〕は左
右二つのコマから成っていて、左のコマには前線で奮闘する兵士の姿が、右のコマには若い母
親が子供を寝かしつける銃後の家庭の様子がそれぞれあらわされている。同書が発行された明









































































































図 16 窪田照三《記念撮影》1938（昭和 13）年 図 17 高畠茂雄《記念撮影》1938（昭和 13）年
1941（昭和 16）年 1 月号）に答えて竣介が発表した一文（「生きてゐる画家」『みづゑ』1941

















































































27 輯、1939（昭和 14）年3月5日 所載）










日新聞朝刊（2003（平成 15）年 3 月 31 日付）の一面に掲載されたロイター発の写真で、イラ
ク人の子供を抱く米軍軍医をとらえたその写真の見出しは「両親どこへ」となっている〔図
25〕。おもしろいのは数日後の同紙面（4 月 2 日付）に掲載された AP 発のもう一つの写真で
〔図 26〕、抱きあう父子（さきの写真の子供とは無関係）を鉄条網ごしに撮した「父子収容」
と題するその写真には、次のようなキャプションが添えられていた。「イラク南部ナジャフ近

























































1939 年刊行の戦争画集の大冊『聖戦画譜』（美術報国会、1939（昭和 14）年 7 月。ただし


































（昭和 14）年 4 月 25 日発行）が南京の情景として掲げた河畔で憩う人々の写真〔図 31〕のキ
ャプションはこうだった。「昨日の不幸は、流れが持つて行つてしまつた。（…）童子と少女と
老人は、春の陽の下で、「幸福」の通るのをじつと待つてゐる。」また同誌 30 輯（1939（昭和



















30 輯、1939（昭和 14）年5月25日 所載）
図 31 「昨日の不幸は…」（『支那事変画報』
29 輯、1939（昭和 14）年4月25日 所載）
































































































































図 43 梅原龍三郎《北京 紫禁城》
（『大陸戦史 画と文』陸軍画報社、
1941（昭和 16）年 3月所載）
「まへがき」にいわく、「昔から「兵は国の大事」といふ言葉があるが、これ位、国民総ての人
に関連を持つてゐるものはないであらう。戦場に父を送り、兄弟を送り、夫を送つてゐる」。
また同文の末尾には、「この書は大陸の原野を碧血に染めて興亜の礎石となつた人たちの、一
人々々の努力の結晶をものしたものであり、躍進日本の輝かしい足跡を綴つたものである」と
もあった。「胡娘」から「紫禁城」にわたる幅広い占領地域の画像を「興亜の礎石となつた」
父や夫や兄弟たちの「輝かしい足跡」と呼ぶ文脈、そうした文脈に支えられたイメージの総体
が「戦時図像」としての「家族」ではなかったか、と稿者は考えている。
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